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コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

何度言ってもできないのは

  海外拠点で指導にあたっていると、何回説明してもできないと

いうことがある。やり方まで説明しているのにできない。この原

因はどこにあるだろうか。実は、わかっているはずのことがわかっ

ていないということが多いのだ。説明以前に、説明内容を理解す

るために必要となる基礎知識が無いということがあるのだ。以前、

筆者の所属するコンサル会社のコンサルタントが、数字を見ると

計算が間違っているので、よくよく聞いていくと、割算がわかっ

ていなかったということがあった。割算の意味、その計算方法か

ら教えたことで、ようやく説明したことが理解できるようになっ

たという例だが、実はこのようなことは意外に多い。例えば、工

程で発生している問題についての解決方法を指示しても、解決方

法に示された設備の内容や指示された方法そのものが理解できて

いなければ実行することはできない。何度言ってもできないと嘆

く前に、指示した内容が具体的にどうするとよいのか、基本的な

意味も含めて理解できているかを掘り下げて確認することが大切

なのだ。

職場異動で期待外れに

  ある職場でリーダーとして皆を率いて仕事をしてくれていたの

で、そのリーダーシップを期待して別の職場に異動させたところ、

全くそれが発揮されず、指示したこともなかなか進まないという

ことがある。

  以前の職場であれば、その職場のあらゆる仕事について熟知し

ており、何をどうすればよいかを知り尽くしていたので、適切に

部下に指導もできたが、新しい職場では、基本的な知識も無い中

で、どうすべきかわからず苦悩するということになる。リーダー

シップが発揮できるどころか、部下からは基本的なこともわかっ

ていないことから信頼を失うこともある。これは、製造部門でも

間接部門でも共通して言えることだ。

  実際、今まで人事部門のリーダーをしていた人が経理部門に異

動して、以前の職場と同様のリーダーシップが発揮できるだろう

か。経理としては当たり前の仕訳一つもどうしたらよいのかわか

らない中で、いくらリーダーシップがあっても、実務面では具体

的な指導はできず、逆に、部下からは経理の基本もわかっていな

い役立たずと言われかねない。

  すなわち、その職場で仕事をするためには、基本となる知識を

習得しておくことは必須だ。大切なことは、何を理解する必要が

あるのかと共に、それを習得する機会をどのように作るかだ。あ

る程度の年齢になれば、自分から部下に教えてくれと言えるが、

そうでない場合は、その職場の基本についての指導役を明確にし

て理解できるようにすることが必要だ。

  そのような場が与えられれば、意欲のある人材なら、新たな職
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【第12面に続く】
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場の仕事内容について必死になって勉強するはずだ。職場異動さ

せた際には、その職場では当たり前のこともわかっていない可能

性があることを踏まえて、当たり前の知識から指導していくこと

が大切と言える。当たり前のことは、意外に聞きにくい。今更、

割算がわからないとは言い出せなかったという例が示すように、

期待する仕事ができない場合は、当たり前のことが理解されてい

ない可能性があるのではと考えて、そこから手を差し伸べること

が大切なのだ。皆さんの会社でも、何度言ってもできないという

事例はないだろうか。また、期待した働きができていない場合も、

このあたりの基本が理解できていないために苦しんでいる場合も

多いと言える。能力を最大限に発揮させるには、この障害を取り

除いてやることが大切ということだ。

【第11面から続く】

  2 月 7 日のドルバーツは 31.25 近辺でオープン。春節期間で動意

に乏しい展開が続く中、ドルバーツは 31.25 を挟んでレンジ推移した。

  8 日はタクシン派のタイ国家維持党がウボンラット王女を首相候

補に届け出すことを発表するとドルバーツは急騰し、一時 31.60 近

辺まで上昇。しかし、ワチラロンコン国王が王女の政治参加に反対

姿勢を示すと、最終的には届出が取り下げられることとなり、ドル

バーツは急速に上げ幅を縮小させ、31.40 台まで値を戻した。

  週明け 11 日は 31.40 近辺でオープン。前週末は王女の候補者届

出騒動を受けて大きな値動きを見せたものの、週明けのドルバーツ

は落ち着きを取り戻し、31.40 近辺での様子見ムードとなった。

  12 日は米中通商協議への期待感から人民元が買い進められると

バーツ相場にも買い圧力が強まり、ドルバーツは 31.30 近辺まで下

落した。

  13 日はリスクセンチメントの改善が続く中でバーツ相場も底堅く

推移。一時 31.20 を割り込むもその後は反発を見せ、31.30 近辺で

推移した。

ドルバーツは上値の重い展開を予想

  2 月に入って以降のタイの注目トピックとしては、6 日に金融政

策委員会で政策金利が据え置かれたことと、8 日の王女の候補者届

出騒動が挙げられる。前者の金融政策については事前予想通り政策

金利が 1.75% に据え置かれたものの、投票メンバーの内 2 人が利上

げに投票したことについては意外な結果となり、BOT としては上げ

られるうちに利上げを行い、将来の金融緩和余地を確保しておきた

いとの思惑を強く感じさせる内容となった。

  後者の選挙動向については、3 月 24 日の総選挙を前にタイにおけ

る政治リスクを改めて認識させられたところで、今後もヘッドライ

ン一つでドルバーツが大きく動く可能性が示された。

  12 月から 2 月にかけてはドルバーツが下落基調を辿ってきている

こともあり、値動きの大きさでいえば反発が入った時の方が大きく

なると思われるが、ドルバーツの水準という面では 31.00 という心

理的な節目には、売り買いの思惑が交錯するところで、このブレイ

クラインを守れるかどうかが重要な分岐点となろう。31.00 という

節目を前に相場が反発する可能性は当然あるものの、足元では米中

通商問題の進展期待が高まり、人民元高に連れる格好でドルバーツ

相場も一段の下落を見せる可能性も残されており、ドルバーツは上

値の重さが意識される中、息の抜けない時間帯が継続しそうである。

                                            （2 月 13 日 20：00） 

橋　雄史

ドルバーツは上に行って来いの展開
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